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2010年11月5日（金）から2010年11月8日（月）

まで、早稲田大学グローバルCOEプログラム"アク

ティヴ・ライフを創出するスポーツ科学"と箇所間

協定を締結した上海体育学院へ、教員1名（スポ

ーツ科学学術院研究院助教 曹振波）とグロー

バルCOEプログラム登録学生5名（庄子博人 ス

ポーツ科学研究科博士課程3年、浅香明子 同

博士課程2年、設楽佳世 同博士課程2年、三上

恵里 同博士課程1年、茂木康嘉 同博士課程1

年）が訪問した。今回の学術交流の目的は、グロ

ーバルCOEプログラム登録学生の研究・教育基

盤形成の促進および相互交流を通じて双方の研

究活動を更に推進させていくために、上海体育

学 院 で 開 催 さ れ た 4th Shanghai International 

Forum on Exercise and Healthに参加し、その中

のSino-Japan Postgraduates Forumにおいてグロ

ーバルCOEプログラム登録学生の研究成果につ

いて口頭発表を行うことであった。 

学術交流1日目 

上 海 に到 着した初 日 、上 海 体 育学院 の書 記

である戴健教授が歓迎してくださり、会談の中で

今年の9月から、上海体育学院出身の２名の学

生がグローバルCOEプログラム登録学生としてお

世 話 に な っ て い る こ と に 謝 意 を 表 し た 。 ま た 、

2009年 に早 稲 田 大 学 スポーツ科 学 学 術 院 との

間 に箇 所 間 協 定 が締 結 されて以 来 、非 常 に活

発 な 交 流 が 行 わ れ て き ま し た が 、 今 回 の

Sino-Japan Postgraduates Forumが開催されるこ

とでより幅 広 い分 野 での交 流 が推 進 され、本 学

術院との更なる連携への期待が示された。また、

上海体育学院に所属する大学院生について上

海体育学院研究科副科長の張先生より紹介が

あり、スポーツや研究の施設が充実している大学

の施 設 を見学 しながら、学 術 交 流 に参 加 したグ

ローバルCOE 博士登録学生と意見・情報交換

を行った。 
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写真１ 上海体育学院の書記室での会談 写真2 上海体育学院施設見学の様子 

  

学術交流2日目 

学術交流に参加したグローバルCOEプログラ

ム登録学生は4th Shanghai International Forum 

on Exercise and Healthに参加し、シンポジストの

先 生 方 の講演 を聴講 し、参 加 者 の先 生 や学 生

たちと意見・情報交換を行った。夜は、レセプシ

ョンパーティーが開 催 され，参 加 者 の先 生 や学

生らとさらに交流を深めた。 

  

写真3 国際フォーラム記念撮影 写真4 国際フォーラムでの交流 

  

学術交流3日目 

早稲田大学グローバルCOEプログラム登録学

生 5 名 と 上 海 体 育 学 院 の 大 学 院 生 5 名 ら が

Sino-Japan Postgraduates Forumにて、以 下 の

演 題 名 で発 表 を行 った。今 回 の中 日 大 学 院 生

研究フォーラムは、休日だったにもかかわらず多

くの学生や教員が参加してくださり、質疑応答を

含めて充実した研究発表会となった。このような

研究フォーラムは、上海体育学院と早稲田大学

の研 究 交 流 を推 進 する場 として効 果 的 であると

実感した。今回の国際フォーラムの実行委員会

副委員長である上海体育学院の劉宇教授も「今

回の学術交流は短期間ではありますが、両大学

にとって大変意義深く大きな実を結んだといえま

す」と閉会のあいさつの際に述べられた。 
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写真5 中日大学院生研究フォーラムの発表の様子 写真6 中日大学院生研究フォーラム後の記念撮影 
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今回の学術交流によって、早稲田大学スポー

ツ科 学 学 術 院 が上 海 体 育 学 院 と長 期 的 な研

究・教育の基盤を形成できたことと同時に、両大

学の学生間における相互交流および国際フォー

ラムの参加を通して、大学院生が国際的な研究

者 になるための国 際的な学 術交 流のノウハウを

身 につけることができたと感 じている。今 後 の早

稲田大学グローバルCOEプログラム“アクティヴ・

ライフを創出するスポーツ科学”の教育の一環と

して、特に本 拠点が目指 す「アジア・オセアニア

の大学との学術交流」の発展に寄与できることを

期待する。最後に、今回の学術交流にあたって、

温かくお迎えしてくださった、上海体育学院の先

生や学生らに感謝の意を表する。 

 

 

 


